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運営費交付金配分の評価方法について

• 現状の国立大学評価は予算配分にほぼ影響しない設計

(1) 各大学の「中期目標・計画」

• 達成できることを前提に目標が作られており、評価結果に意味がない。

• 事前評価がない。目標内容と予算配分との結びつきがない。

• 国立大学法人法に記載があるためだけに行う評価

• 諸外国では Strategic Planに相当：予算配分の評価対象としては疑問

(2) 「学部・研究科の教育・研究水準評価」

• 「達成度評価のための参考材料」にとどまる。

• 予算配分に直結しないために、大学と教員に教育・研究の実績を高め
るインセンティブが働かない。
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海外における運営費交付金の配分方法の変化

出典：欧州大学協会 (2015) 

大学と国との

契約に基づく配分
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大学と国との
交渉による配分
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成果指標
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インプット指標
に基づく配分

実績に基づく配分
（パフォーマンス・ベースド・ファンディング）

その他

欧州大学協会の調査では、欧州各国は「実績に基づく配分」方式
へ変化しつつある。
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算定式による配分
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算定式による交付金配分の導入状況
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出典：欧州大学協会(2015) 

1993
ドイツ（ノルトライン＝ヴェストファーレン州）、

デンマーク（教育向け交付金）

2000
ベルギー

2009
フランス、スウェー

デン（教育向け交付金）

2004
ドイツ
（バーデンベルグ州）

2001
スイス

1994
イタリア、ポルトガル、

スウェーデン（研究向け交付金）

2002
ドイツ（ヘッセン州）、

ラトビア（研究向け交付金）
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